
１．事 業 の 目 的 ・ 必 要 性 と 内 容 （ＰＬＡＮ）　※この事業を行う目的・必要性は何か。どのような取組を行っているのか。

２．概算総事業費 （ＤＯ：コスト）　※事業を行うための費用の状況はどうか。コストがどれくらいかかっているのか。
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平 成 ２７ 年 度 函 館 市 事 業 評 価 調 書

予算事項名 大事項 中事項水利用高度化推進事業費 水利用高度化推進事業費

区分

平成２７年６月作成

事業の
性質別

事業開始年度 根拠法令等

義務的経費

平成 年度25

部課名

電話
番号

農林水産部農林整備課

21-3344

目
的
・
必
要
性

内
　
容

【目的】

【必要性】

　大野平野地区における農業用水は，農家を含む地域住民が集落内で協力しながら生活用水等にも利用するため維持管理に努め，地域における水利秩序が維持されてきたが，
近年は施設の機能低下から配水操作にも支障がきたしており，施設の維持管理に苦慮していることから，本事業を実施し，農家を含む地域住民による維持管理体制の再構築を行
うものである。

　本地区の農業用水の再編・老朽化施設の整備とともに，農業用水の効率的利用や親水機能などの地域用水機能の増進を行い，地域住民がその機能に係る施設の維持管理・
増進に自主的・積極的に取り組む体制を確立をする必要がある。

平成２３～２４年度までは地域用水機能増進事業，平成２５年度から平成２７年度まで水利用高度化推進事業
●事業実施主体：渡島平野土地改良区（函館市，北斗市，七飯町の２市１町が関係団体となり，受益面積に連動した負担するものである。）
　【負担割合　国５０％　道２５％　市町２５％（うち北斗市６１．３８％　七飯町３６．６７％　函館市１．９５％】
●事業内容　・地域用水機能増進計画策定(支援体制整備，活動計画策定）　・地域用水機能増進支援活動（協議会運営・事業推進活動）
　　　　　　　　 ・地域用水機能増進活動（北斗市・七飯町においては，本事業の多面的機能の推進のため防火用水や親水景観施設などの施設整備を行っている。施設整備については函館市の負担はなし）
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水利用高度化推進事業費
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■法律・政令・省令名（ 土地改良法，農業水利施設保全合理化事業実施要綱および要領）

□道条例，規則，要綱等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□市条例，規則，要綱等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



３．活　　動　　実　　績 （ＤＯ：アウトプット）　※目的を達成するためにどのように取り組み，その実績はどうか。 ４-1．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　

４-2．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　※事業を実施し，どのような成果が得られたのか。

５．事務事業の点検 （ＣＨＥＣＫ）

６．今後の改善策 （ＡＣＴＩＯＮ）　※今後改善する点は何か。どのように進めていくか。

参考：他の自治体の状況

施設見学会開催

地域用水啓発活動

1 1

1 2
成果
指標

回

活動指標名 単位

1

1

2水路美化活動

回

回 地域住民による地域用水維持活動体制の確立

　　　※事業の成果指標は何か。

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

2 3

事業の成果等 イベントでの啓発活動や見学会の開催等が効果をあらわし，地域住民による用水路の美化活動が定着化してきている。

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価項目 評価内容 評価内容の説明

評価結果から明らかに
なった課題事項など

成果の達成状況

事業目的実現のための手段

執
行
方
法

外部委託の可能性

実施方法の効率性 評価対象外

本事業は，土地改良区が実施する水利用高
度化推進事業で，要綱・要領および２市１町で
締結した協定に基づき事業実施主体から求め
られる経費の一部負担であることから，評価
の対象外とする。

本事業の実施主体は土地改良区で
あるため，市がそり執行方法を変更
することにはならない。

評価対象外

評価対象外

評価対象外

成
果
・
有
効
性

必
要
性

事業の市民ニーズ

市の関与の妥当性

コストの節減度

将来コスト増減見込み

受益者負担の適正度

当該事業は，土地改良法に規定され
た国営農業用水再編対策事業と一体
的に整備された施設の維持管理事業
であり，洪水防止機能や防火用水機
能も併せ持つものである。

地域による活動を推進するために
は，地域の用水に対する認識を変え
ることが重要であることから適正な手
段である。

コ
ス
ト・
負
担

現行どおり

（事業について）

（経費について）

事業期間中（平成２７年度完了）であり現行どおり継続する。

国・道の負担額を除く市町負担額は，受益面積に連動した負担額であり，適正である。

高まっている

社会情勢等から関与が妥当

達成している

現手段が最適

評価対象外

比較参考値
（他の自治体の類似事業
の状況など）

本事業による負担額　：　平成２５年度　北斗市　１３８，１０５円　　　七飯町　８２，５０８円
  　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年度　北斗市　１３３，９６２円　　　七飯町　８０，０３３円

今後の方針
（改善・

見直し内容）

基本方針


